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地球上に存在する14億 km3 もの水のうち，そのほとんどは海水であり，淡水はわずか「2.5％」しかな
い。しかも，淡水の「70％」は氷や氷河であり，生活水として使用できない。さらに淡水のほとんどが
地下水であり，私たちが利用できるは河川や湖，地中の浅いところに存在する水のみであり，地球上の
水のたった「0.01％」である。近年，地球の人口が急増し，世界人口の40％以上にあたる36億人が水問
題に直面し，また飲み水だけではなく食糧生産や工業生産に必要な水も増加していることから，水不足
問題を解決する方法の一つとして，水リサイクル技術の開発が急務である。我が国においても，水のリ
サイクルは，コスト削減や二酸化炭素排出量低減，災害時や上下水道の維持管理が困難な人口減少地域
における水インフラの確保など，多くの課題に対応するために重要である。

水のリサイクルを実装するためには，従来の排水処理技術の開発に加えて，物質循環を考えたシステ
ム開発が重要であり，化学工学の貢献が期待される。本特集では，水リサイクル技術がもたらす様々な
メリットについて詳しく解説した上で，産業排水や生活排水のリサイクルに関する最新の研究トピック
スを紹介する。

（編集担当：高木道哉・片桐誠之）†
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水は限られた資源で，水を一度だけ使用する贅沢はもは

や許されなくなってきている。水の意図した繰り返し利用
は，水を効果的かつ効率的に利用でき，水資源が不足して
いる地域では，大きな役割を果たしてきた。一方，環境容
量が小さく，水環境への排出規制が厳しい地域でも，水の
再利用が重要な解決策となっている。しかし，使われた水
には様々な汚染物質が含まれているため，利用用途ごとに
適切な水質と安全性の確保が必要である。一方で，再生水
には有用な栄養塩類や熱など資源価値があり，持続可能性
や循環型社会として魅力的でもある。都市のように遠隔地
から水輸送が必要な場合は，水の再利用がエネルギーの削
減につながる場合もある。地震や水害などの災害や水イン
フラの老朽化への備え（レジリアンス）や縮減社会での人口
減少に備えた上下水道施設とし，これまでの集中型から分
散型の水システムも併用する社会に遷移させていくため，

「ワンウォーター」として水を再利用することも期待されは
じめている。

地球温暖化対策とともに，生物多様性の損失を食い止
め，回復傾向へ向かわせる，ネイチャー・ポジティブが，
重要となっている。このため，水資源の有効な利用と排水
の削減に努めることが必要となっている。経済活動が気候
変動に与えるリスクおよび機会を開示する，気候関連財務
情報開示タスクフォース（TCFD）だけでなく，自然関連財
務情報開示タスクフォース（TNFD）は，水資源を含む自然
関連のリスクと機会が企業の財務に与える影響を開示する
ことが必要となり始めている。これらの視点から，積極的

に水の再利用を行う動機となりつつあり，持続可能な水資
源の確保が世界的に益々重要となってきている。
 

 
国連持続可能な開発目標（SDGs）でも，水質汚濁を防止

するため，未処理の排水量を2030年までに半減すること
を目指して，廃水処理と安全な再利用を大幅に増加させる
ことがコミットメントされている。2015年，世界で発生
する3594億m3 の廃水のうち，1881億m3 が処理され，そ
の21.7％にあたる407億m3 が再利用されている 1）。今後，
廃水処理の拡大とともに水の再利用も拡大していくと見込
まれる。

世界の水の再利用の用途は，歴史的に古くから行われて
きた灌漑から，次第に多岐にわたる用途へと広がり，飲用
水利用に到った 2）。世界の水の再利用は，農業利用（32％），
修景利用（20％），工業用水（19.3％），リクレーション利用

（6.4％），非飲用都市利用（8.3％），環境用水（8％），地下水
涵養（2％），飲用利用（2.3％），その他（1.7％）となってい
る 3）。一方，我が国では，2020年度に下水処理場外で利
用されている下水再生水量は，下水処理水の1.5％にとど
まる約2.3億m3 である 4）。河川維持用水（39.9％），修景用
水（21.4％），融雪用水（18.5％），工業用水（9.3％），農業用
水（6.3％），水洗トイレ用水（2.3％），親水用水（1.8％），都
市内散水（0.2％）となっており 4），世界と比べて環境用水
や融雪用水の利用が多いが，農業用水や工業用水の利用は
少なく，意図的な飲用利用や地下水涵養は行われていな
い。下水処理水以外にも，多くの農業集落排水施設の処理
水は，農業用排水路等に放流後，農業用水として再利用さ

1．水の再利用の意義

2．国内外での水の再利用の実施状況
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